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正誤表 Excel&VBA で学ぶ信用リスク評価の基礎 1 刷    2010/12/15 

頁 位置 誤 正 

5 9 行目 市場リスク・アセット、市場リスク・アセ

ットに加え 

信用リスク・アセット、市場リスク・アセ

ットに加え 
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14 8 行目 区間 ],0[ t における累積ハザード関数、 区間 ],0[ x における累積ハザード関数、 

14 10 行目 区間 ],0[ t における累積デフォルト関数 区間 ],[ Tt における累積デフォルト関数 

20 下から 9 行目 ニューメレール(基準材) ニューメレール(基準財) 

37 7 行目 リスク中立確率 )(tPF のもとでの リスク中立確率 )(TPF のもとでの 

37 15 行目 客観確率 )(tPd のもとでの 客観確率 )(TPd のもとでの 

69 下から 3 行目 企業が 3 社あったとすれば、 企業が 2 社あったとすれば、 

69 下から 2 行目 この 3 社が実際は この 2 社が実際は 

69 下から 1 行目 3/20=15.0%がデフォルトを 2/20=10.0%がデフォルトを 

82 表 4.9 企業名
デフォルト
確率（ｙ）

負債比率
(x1)

自己資本
利益率(ｘ2)

推定
デフォルト確率

Ａ 0.009 0.22 0.81 -0.10
Ｂ 0.017 0.27 0.79 -0.06
Ｃ 0.019 0.31 0.76 0.00
Ｄ 0.026 0.37 0.77 0.03
Ｅ 0.031 0.42 0.70 0.02
Ｆ 0.043 0.51 0.72 0.10
Ｇ 0.048 0.51 0.68 0.07
Ｈ 0.051 0.52 0.65 0.06
Ｉ 0.061 0.59 0.69 0.13
Ｊ 0.086 0.63 0.67 0.17
Ｋ 0.091 0.64 0.56 0.10
Ｌ 0.150 0.71 0.62 0.17
Ｍ 0.226 0.87 0.58 0.29
Ｏ 0.308 0.96 0.57 0.39
Ｐ 0.582 1.17 0.59 0.53
Ｑ 0.711 1.33 0.50 0.60
Ｒ 0.853 1.49 0.47 0.71
Ｓ 0.894 1.71 0.51 0.90
Ｔ 0.935 1.78 0.40 0.89
Ｕ 0.952 1.97 0.46 1.08  

企業名
デフォルト
確率（ｙ）

負債比率
(x1)

自己資本
利益率(ｘ2)

推定
デフォルト確率

Ａ 0.009 0.22 0.81 -0.07
Ｂ 0.017 0.27 0.79 -0.05
Ｃ 0.019 0.31 0.76 -0.03
Ｄ 0.026 0.37 0.77 0.02
Ｅ 0.031 0.42 0.70 0.02
Ｆ 0.043 0.51 0.72 0.10
Ｇ 0.048 0.51 0.68 0.07
Ｈ 0.051 0.52 0.65 0.06
Ｉ 0.061 0.59 0.69 0.14
Ｊ 0.086 0.63 0.67 0.16
Ｋ 0.091 0.64 0.56 0.10
Ｌ 0.150 0.71 0.62 0.19
Ｍ 0.226 0.87 0.58 0.29
Ｏ 0.308 0.96 0.57 0.36
Ｐ 0.582 1.17 0.59 0.53
Ｑ 0.711 1.33 0.50 0.60
Ｒ 0.853 1.49 0.47 0.71
Ｓ 0.894 1.71 0.51 0.90
Ｔ 0.935 1.78 0.40 0.89
Ｕ 0.952 1.97 0.46 1.08  

93 下から 6 行目 この結果を(5.5)式に代入し この結果を(5.4)式に代入し 

93 下から 3 行目 DD：Distance from Default DD：Distance to Default 

96 下から 3 行目 Black-Sholes の Black-Scholes の 

99 9、11 行目 Black-Sholes モデル Black- Scholes モデル 

100 3 行目 Black-Sholes モデル Black- Scholes モデル 

104 2 行目 EAD：Earning at Default EAD：Exposure at Default 

105 19 行目 回収率を逆算する計算という 回収率を逆算するという 

107 4 行目 (4.2)式より、 (2.11)式より、 

109 15 行目 一方、与信残高 )(tB は 一方、与信残高 )(tED は 

125 4 行目 Black-Sholes モデル Black- Scholes モデル 

126 9 行目 (完全に負とすることはできない) (完全に非負とすることはできない) 

132 (7.26)式 
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頁 位置 誤 正 

150 4 行目 Xp  削除 

150 8 行目 Yp  削除 

151 13 行目 ④同時相関 jjii ,, , は 1 より小さい。

( 1,1 ,,  jjii  ) 

④同時相関 jjii ,, , は常に１。 

156 3、10 行目 資産価値 iY  資産価値 iV  

158 下から 2 行目 )),(,)(( 1
1
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12 jijiji PPP   という

171 13 行目 VaR は加法性がない VaR は劣加法性がない 

171 13 行目 CTE は加法性がある CTE は劣加法性がある 

171 16 行目 CTE が得られる。 CTE が以下の値になることが知られてい

る。 

172 (9.3)式 ),( jiji xxFp  , ),(  tFpi , 
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173 9 行目 n 個が同時デフォルトし 最初の n 個が同時デフォルトし 
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